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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月6日(2011.5.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被分析物センサーを較正する方法であって：
　第１の溶液を収納する容器を提供し、ただし、該センサーの検知領域は前記第１の溶液
と接触しており；
　該センサーより第１の較正信号を取得し；
　注射器により前記第１の溶液を収納する容器中に第２の溶液のある量を添加し、その際
に、前記センサーは、もう一つの較正信号を生成し；および
　前記第１の較正信号および任意の追加の較正信号を使用して較正因子を計算し、それに
より該被分析物センサーを較正する
ことを含む方法。
【請求項２】
　注射器により前記容器中に第２の溶液のある量を添加し、その際に、前記センサーは、
もう一つの較正信号を生成する工程を繰り返すことを更に含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　注射器により前記容器中に第２の溶液のある量を添加し、その際に、前記センサーは、
もう一つの較正信号を生成する工程を２回繰り返す請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　該第２の溶液の事前に計量された量を添加するために、前記注射器は少なくとも１回停
止する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記被分析物センサーはグルコースセンサーである請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記グルコースセンサーは血管内グルコースセンサーである請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の溶液はグルコース溶液である請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記グルコース溶液は０ｍｇ／ｄＬおよび１０ｇ／ｄＬの間のグルコース濃度を有する
請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記被分析物センサーはｐＨセンサーである請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２の溶液は酸である請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２の溶液は塩基である請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記容器はトノメータである請求項１に記載の方法。
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